
              ※地盤品質判定士は、「宅地防災」施設分野の国交省認定・登録資格です 

九州の地盤品質判定士及び判定士補は、２０１６年４月の熊本地震後、熊本地震対策部会
として復旧・復興に関する住民相談会等の活動を行ってきました。その後２０２０年４月に
一般社団法人地盤品質判定士会が法人化されたことから、神奈川、東北、中部、関西、中国
の各支部が設立され、この４月に九州支部が設立されました。 
 各支部では、神奈川支部が横浜市、川崎市、相模原市等と、関西支部が大阪府熊取町と、
中部支部が名古屋大学減災連携教育センターと協定を結ぶなど、宅地防災や宅地被害の軽減
に向けた取り組みを地方自治体や研究機関と連携して行っております。 
 九州支部は設立されたばかりですが、活動の基本方針は、 

①地震・集中豪雨等による地盤災害を防止し、人・家・宅地を守る活動を行う  
②地方自治体等と連携し地盤災害からの復旧・復興を支援する  
③住宅地盤の評価・診断・対策についての相談窓口となり問題解決に導く  

であります。 
 一般社団法人地盤品質判定士会九州支部の活動及び運営につきまして、ご理解・ご協力の
ほどよろしくお願いいたします。 

一般社団法人地盤品質判定士会九州支部 
支部長  笠間 清伸 



〇地盤品質判定士会の主な活動 

・ 宅地地盤についての相談会 

・宅地防災についての見学会

・地盤品質セミナー 

・自治体と連携した宅地防災の取り組み 

川崎市ホームページより 

九州に活動拠点を置く地盤品質判定士及び判定士補 
県 名 判定士 判定士補  

福 岡 ３１  １０ 
佐 賀  ６  １ 
長 崎  ８  
熊 本 １４  １ 
大 分  ６  ４ 
宮 崎  ５  
鹿児島  ９  ２ 
沖 縄  ３  
非公開 １０  
合 計 ９２ １８ 計１１０名
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